
























9：30 − 12：30 ゲスト講師から、講義 + 事例提供
12：30 − 13：30 休憩 
13：30 − 15：30 事例検討
15：30 − 17：00 振り返り








17：00 − 18：00 振り返り（オンライン）
1 時間 日誌記載
　⑤　巡回指導については、当初予定通りの巡回指導者が、２回オンラインで実施する。
　⑥　振り返り、日誌と課題の添削等、すべて１人の教員が担当する。
代替実習の内容
医
療
日程 テーマ
８月27日 オリエンテーション
８月28日 オンデマンド「急性期病棟」
８月29日 受診・入院相談
８月31日 オンデマンド「慢性期病棟」
９月１日 グループワーク
９月２日 オンデマンド「医療相談室」
９月３日 多職種連携
９月４日 オンデマンド「訪問看護」
９月５日 家族支援
９月７日 デイケア
９月８日 オンデマンド「アディクション」
９月９日 まとめ：アセスメントと個別支援計画作成
実習プログラム例
　「受診・入院相談」では、当事者家族と、保健師という相談者の異なる事例を用いて、実際の場面をロール
プレイし、学生は集団で検討しながら、個々が面接に臨むというスタイルでトレーニングした。
　「グループワーク」では、SSTにも造詣の深い現任PSWが、実際にグループワークを展開し、そののち、学
生もファシリテーターとしてグループワークを実施した。
　「家族支援」では、当事者のご家族にゲスト講義を依頼した。体験談を話していただき、質疑応答する一般
的な講義と、初回面接場面のロールプレイを全員が実施した。
　「デイケア」では、実際にデイケアとオンラインでつなぎ、メンバーさんと共にプログラムに参加した。そ
の後、デイケアスタッフから解説をうかがい、振り返りと質疑応答を実施した。
　「アセスメントと個別支援計画作成」では、現任PSWがクライエント役を担い、ロールプレイで面接を実
施。学生はアセスメントと個別支援計画を作成した。
　「学生主導プログラム」では、毎朝の30分を、学生主体のグループワークの時間とした。学生が自ら８名の
ニーズを発見し、そのニーズを充足するために効果的なプログラムを検討し、実施した。
オンライン巡回指導
　巡回指導者には、代替実習の状況を踏まえた上で、スーパービジョンを実施していただいた。学生は、代替
実習に満足していても、現場実習ができなかった負い目と就職後の不安が大きい。また、他学生との比較で劣
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等感を抱える学生もいた。そうした個々の状況を深く理解し、的確に助言、サポートをしていただいた。小集
団の中で煮詰まりそうになる実習期間中に、別の視点からの指導は得難いものであった。
実習日誌
　毎日メールか紙媒体での提出を求め、コメントを記載して返却した。
　毎日の振り返りの時間で、一人一人のその日の課題と、何を学んだか、どこに焦点を絞って考察を深めるべ
きかを検討した。それを基にさらに調べ学習も踏まえ、一人一人が考えた上で実習日誌を作成できた。
代替実習の受講証明
　記録の提出と実習出席簿への担当教員の押印により、受講証明を行った。
実習評価の方法
　担当教員と学生との２者評価を行った。教員はずっと一緒にいたので、12日間の取り組みの様子、学びの状
況を十分に把握したうえで評価できた。学生一人一人も、自己評価するよう促した。その上で、個別面談をし
て両者の評価を見比べながら振り返りをし、最終評価を決定した。評価のための個別面談は、90時間以外で
行った。
２．学生アンケート結果
１．最も学びにつながったプログラム
図１　学びにつながったプログラム
　オンデマンドから、巡回スーパービジョンまで、12日間に組み込んだプログラムを全て選択肢として設定し
た。最も学びにつながったプログラムとして、半数がゲスト講義、１／４が振り返りを挙げた（図１参照）。
２．ゲスト講義はあなたの学びをどのように促進しましたか。
◦様々な実践とその価値観を知ることで、自分の引き出しや幅を広げることができた。また、ロールプレイや
事例検討で他の学生と意見を交換しながら考えることができた。
◦現場で働く方の実際の様子や考え方を知れた。色々な方から学んだので、考え方は一つではないことを感じ
た。
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◦精神保健福祉に関する知識がついたのはもちろんですが、ゲストの方１人ひとりに違う経験や考えがあり、
現場実習では考えられなかったであろうことをたくさん考えることができました。
◦私にはない視点や学びを伝授していただき、自分が考えるための基本となった。
◦講師それぞれの視点があり、実践に基づいた経験や考えについて知ることができた。
◦実際に本人の口から聞くことができて、自分の知らない知識が身についた。
◦現場の声を聞くことで、PSWについて具体的なイメージが浮かぶようになった。また、様々な視点を得る
ことができた。
◦様々なゲスト講師を通じて、色々な考え方やPSWとしてのあり方を学び、自分の特にやりたいことを（筆
者注：原文ママ）
３．オンデマンド教材はあなたの学びをどのように促進しましたか。
◦知識を深めると共に、そこにある価値観を学んだ。また、制度利用に関する倫理感や留意点について学ん
だ。
◦先生とPSWとして働く方の話から、通常の実習では聞けない話を聞けた。（PSWとしての視点、価値観等）
◦適宜質問ができないので、ひたすら見直し、話を聴き、メモを取ることで精一杯でしたが、知識や現場の雰
囲気は学ぶことができました。
◦知らない知識などがあり、支援計画を立てるための材料が増えた。
◦課題取り組みによって、学んだことの振り返りに繋げられた？
◦講義で学んだことをより深く理解させてくれた。
◦相互のやりとりができない中で、より学びを深めるための工夫をして取り組む過程を学んだ。
◦制度や専門性について知識がついたように感じている。
４．学生主導プログラムはあなたの学びをどのように促進しましたか。
◦自ら課題を抽出し、そのプログラムを考えることで、課題に対して柔軟なアプローチ方法を学ぶことができ
た。また、ルールを説明したり、進行をすることで、グループワーク等の模擬的な体験をすることができ
た。
◦みんなの持つ課題を抽出し、達成できるようなプログラムを考えるという、実際の現場でも活用できそうな
力の練習になったと思う。
◦自分に足りない力を楽しくつけることができました。また、プログラムに参加するだけでなく、プログラム
を考えることは今までも今後も学生生活でない経験なので、成長に繋がったと思います。
◦私にある固定概念のようなものを疑うことができた。
◦自分にある課題に向き合い、それを補うには何をすればいいのかを考えるきっかけになった。
◦自分たちに何が足りないかを自分たちなりに考えて行っていたため、より自分たちの成長に繋がった。
◦目的に合わせて既存のプログラムを探したり新たに作ったりすることを楽しさも味わいながら学ぶことがで
きた。
◦学生同士で自分たちに何が足りなくて、何をするべきか考え意見をだしあってプログラムを決めることがで
きた事が良かったと感じている。
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５．毎日の振り返りはあなたの学びをどのように促進しましたか。
◦自分の考えたことに対し、新たな視点をスーパービジョンで受け、学びを深める方向性を定めることができ
た。また、他の学生の意見を聞くことで、その日の学びを整理する時間となった。
◦その日の悩みを解決できるような振り返りで日誌の考察が充実したと思う。また、みんなが何に疑問に思っ
ているか、意見交流もできた。
◦春の現場実習では、スタッフさんに質問できる雰囲気ではなく、実習中に疑問に思ったことも解消できず、
もやもやしながら終えていました。毎日の振り返りで自身の学びや疑問を口に出すことで、何を深めればい
いのかわかり、他実習生の考えも吸収できるので、自分の意見を出すことは緊張する場面ではありました
が、１番有意義な時間でした。
◦疑問に思ったことや感想を思っただけでなく、知識や学びに変換することができた。
◦なにを深めたいのかを一度言語化することで、考えをまとめることに繋がった。
◦同じものを見たり聞いたりしたものに対して、色々な人の意見が聞けて客観視できた。
◦周りの意見も聞き新たな視点を得たり、深めたい部分を定めたりすることができたのでより目的を持って学
ぶことができた。
◦自分の１日の学びを整理でき、メンバーと意見や疑問を共有できた事が学びに繋がった。
６．担当教員
図２　望ましい教員担当のあり方
　全12日間を、教員がどのように分担することを学生は希望するかを尋ねた。ほぼ全員が１人で担当すること
を求めていた（図２参照）。学生は、現場実習では１人の実習指導者が12日間通して指導を継続することを想
定したためか、代替実習でも、学生の成長をアセスメントしながら課題を提示できる、１人の指導者が担当す
ることを期待していた。
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７．対面とオンデマンド比率
図３　望ましい対面とオンデマンド比率
　今回の代替実習では、７日と５日で対面を多く実施した。学生は４割程度が全て対面を望んでいた（図３参
照）。遠方から通う学生も半数おり、通学の時間と労力が省けるのが良いが、５回のオンデマンドは多すぎる
とのことだった。
８．代替実習全体の満足度
図４　代替実習全体の満足度
　「大変満足」と「満足」が半々だった（図４参照）。
９．今回実施したプログラム以外で、経験したかったものがあればお聞かせください。
◦実際に家族会や自助グループの例会にzoom等でも良いので参加してみたい。また、個別で担当教員と自己
覚知について振り返られる時間が数回欲しかった。
◦当事者の方と直接話す時間
◦オンラインで当事者の方と話す機会などを設けてくださるとよかった。
◦当事者と直接話す機会
◦当事者の話を聞くこと
◦時世に問題がなければ、直接現場を見る機会があるといいと感じた。
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10．プログラム作成の立場から採用するプログラム
図５　採用するプログラム
　学生が代替実習プログラムを作成する立場で採用するのは、「学生同士のディスカッション」、「ロールプレ
イ」「事例検討」と続いた（図５参照）。「最も学びにつながったと感じる」で最も多く回答された「ゲスト講
義」、２番目に多い回答だった「振り返り」は、75％にとどまった。
11．代替実習全体を通してご意見、ご感想をお聞かせください。
◦代替実習では、自分の課題と向き合うことが多かったように感じ、それが目標としても大きな割合を占めて
いたように感じる。実習指導者である教員と個別に話せる時間が２回ほどで良いので、あれば、自分の課題
やストレングスにももっと向き合えたように感じた。（客観的に見た意見や自分の考えを整理する時間とし
てスーパービジョンが欲しい）
◦また、振り返りの時間を長く持つか、教員に対する学生の人数を少数にすることも有効だと考える。
◦内容に関しては満足しており、人数も8人で良かったと思うが、これ以上の人数は厳しいと感じた。
◦３時間のオンデマンドはきつかったです。
◦みんなと考えを深めることができた実習で、楽しかったです。２、３日は現場での実習があると、より身に
なるのかなと思いました。
◦上記の質問の「対面とオンデマンドの比重」で対面の方が多いと回答しましたが、７：５ではなく、10：２
とか11：１で十分だと思います。また、オンデマンドの内容からあの課題ワークシートに取り組むのは結構
きつい気がしました。オンデマンドなので課題があるのは仕方ないと思いますが、他実習生と考えを共有し
ても納得できない課題ワークシートもありました。３時間のオンデマンドを１度では理解できず、聴きたい
ところをもう一度見たりしてから課題に取り組むので、とても時間がかかりました。実習日誌に加え、あの
課題ワークシートがあるのは、現場実習のときよりも個人的にはしんどかったです。
◦最初は、何の学びになるのか不安で中止にすればいいのにと思っていた。実際に代替実習が始まると、その
ように思っていた自分が恥ずかしいぐらい大変多くのことを学ぶことができたと思います。この体験や経験
を次の代替実習で不安な学生や不満を持っている人に、視点を変え違う学びを得ることができることを伝え
ていき、次はもっと良いものになればいいと感じました。最終的には公式の実習の形でもいいと思います。
それぐらい有意義な実習となりました。
◦初めは不安が強かったが、何を学びたいのかを考えて行動に起こすことが大事だと知ることができたのは良
かった。
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◦最初は何が学べるかとても不安だったけど、実際に実習をしてみて、より一層知識が深まったことと、色々
な人の意見が聞けたことで、ほんとに学びが多かったと思います。
◦代替実習になってよかったのかもしれないと思います。
◦自分を見つめ直す機会が多かったのは良かったと思う。また、グループの力を体感できたことも貴重な経験
だった。実習メンバーの人数や既にあった関わり、先生の指導の方法も代替実習が上手くいった要素として
あると思う。いつどのメンバーでやっても同じようにいくかはわからないため難しさも感じた。
◦全ての人が初めての代替実習でしたが、個人的には今回のプログラムには満足しています。現場実習とは異
なった代替実習ならではの学びができたように感じています。後期に入ったら現場実習に行った方達と意見
交換等できればよりよくなるなとは思いました。
３．成果と課題
１．学生の動機付け
　学生からの評価はおおむね良好である。「代替実習で学べなかったことはない」と言う学生もいた。ただ、
「それでもやっぱり現場に行きたかった」「現場実習をしていないのに、病院に就職して大丈夫だろうか」と
漏らす学生もいた。「現場実習よりは劣る」という代替プログラムのイメージを払拭し、「仕方ない」とあきら
めきれない思いを抱える学生の動機づけが大切だと思う。今回は、「史上初めての精神保健福祉士代替実習を
皆で一緒に創り、成功させよう」と最初に伝え、主体的に参加して創っていく学生の役割を提示した。
　動機付けを高めるために、①個別の目標と、代替実習全体の目標を明確にすること、②主体的に学べる仕組
みをつくること、③個別のフィードバックをすることが重要だと考える。
２．クラスサイズ
　「８人より多いと厳しい」とアンケートにもあるが、全員から同意見が聞かれた。１時間で振り返りをし、
個別のフィードバックをするためには、８人は適当なクラスサイズであった。
　また、代替実習の大きなメリットは、実習生同士の相互作用を活用できる点である。現場実習では仲間を経
験できない。実習生同士が聴き合い、刺激し合い、学び合う関係づくりが、代替実習の重要な基礎になる。今
回の学生は、４年生であり、８人は既にある程度関係性のできているメンバーであったため、最初からスムー
ズに集団凝集性は高まった。初見の学生が集まった場合は、波長合わせから始めなければならない。それらを
考慮すると、今後の代替実習のクラスサイズは８人以下が望ましい。
３．現場のリアリティ
　今回は、ゲスト講師が仮想ではあるがリアルな事例を紹介したり、現場とオンラインでつないで当事者と関
わりをもてる機会を提供して下さった。ゲスト講師とロールプレイにも参加してもらった。できるだけ現実的
な場面を想定し、考え、動けるような工夫をした。あらかじめ代替実習の趣旨と依頼内容を明確に伝えてお
り、ゲスト講師には多岐にわたる工夫をしていただけた。引き続き、現任ソーシャルワーカー、当事者、家族
の理解と協力が欠かせない。
　オンデマンド教材の利用は、現場を知らない社会福祉学部学生にとっては厳しいようだった。対面との比率
は今後の検討課題である。
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４．総括、所感
　12日間を共にすることで、学生は、どのような状況からも学び、成長するという実例を、感動をもって見届
けた。学生は日々変化し、成長した。学生自身が、自らの成長と、集団としての成長とを自覚していた。現場
実習での実習指導者との振り返りでは、自分の考えを言語化するが、代替実習では、それに加えて周囲の実習
生の多様な考えを聴く。それによって俯瞰した視点を手に入れ、自分の考えを客観視し、多様性の中の一つと
して捉えることができていた。一方で、周りの実習生と比較して、劣等感にさいなまれる学生もいた。そうし
た思いも開示し、学生同士で考えを共有する時間を持ち、さらに結束が強くなっていた。
　専門職アイデンティティは、正規のプログラムよりも、休憩時間や日常のコミュニケーションから学ぶとさ
れている。長時間を共にするだけに、教員のソーシャルワーカーとしての資質が問われるとも感じていた。ゲ
スト講師、巡回指導講師も、ロールモデルになったと推測する。学生の環境である指導側の責任を、改めて痛
感した。
　リスクを負いながらも対面での実施が認められたことも幸いだった。最強のゲスト講師、実習指導講師の布
陣で臨めたこと、ゲストの所属機関からの協力を得られたこと、また学びに対して貪欲で前向きな８名の学生
の努力があったこと、本学関係者の惜しみない助力があったこと等、初めての代替実習を遂行するために全て
の材料が整えられたと思っている。関わってくださった全ての方に感謝申し上げる。
